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3-1 公共サインの管理と体制

（１）公共サインの管理

公共サインに掲載する情報は日々変化しており、適宜更新する必要がある。また本体は老朽化す

るため、日常的なメンテナンスを行う必要がある。企画から管理までのプロセスを適切に行うこと

で、公共サインのより良い状態を維持することができる。

（２）管理体制

サインの管理・運営は、1. 本体管理、2. システム管理 の2つの視点から行う。内容について担当部署

を設定し、役割分担の明確化を図るとともに、関連部署との情報共有を図るため連絡調整会議を開催する。

■ 神栖市公共サインの管理運用体制

管理項目 主な内容 管理主体

１．本体管理

・個々のサイン本体の設置計画、設計、設

置、定期的な維持管理および補修等を行

う。

・公共サイン管理台帳（以下、管理台帳と

いう）を作成および登録する。

・公共サイン管理カルテ（以下、管理カル

テという）を作成、記録および管理保管

する。

・個々のサインの情報内容を把握し、必要

に応じて板面の更新等を行う。

・システム管理課に設置計画を通知、設計

内容を報告よび管理台帳を提出する。

・各施設の所管部署がサインを

設置する体制であるため、当該

施設の所管部署（以下、設置課

という）が主体となる。

２．システム管理

・ガイドラインを適正に管理運用し、サイ

ンシステムの妥当性を定期的に評価す

る。

・サイン整備、管理の状況を把握するため、

管理台帳を統括する。

・関連部署との連絡調整会議を召集、運営

する。

・都市計画課（以下、システム管

理課という）が主体となる。
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■サイン整備・管理フロー

整備の流れ 実施内容 連絡調整

企
画

企 画 ・サイン整備の目的、位置づけ明確化

▼

基
本
計
画

調 査 ・都市構造、サイン整備の現状等調査

▼

システム構築

・基本方針の設定

・サイン系統、種別の設定

・本体、表示、配置の原則

・管理運用体制の確立

▼

ガイドライン作成

・サインシステム

・本体構造

・表示面レイアウト

・管理運用体制、管理方法等の明示

▼

実
施
設
計

設置計画
・対象施設の設定

・案内経路の設定

・設置の概略検討（位置、板面の方向）

■設置課はシステム管理課に設置計画を

通知

▼

連絡調整会議 ・情報共有

・新規設置等の連絡、調整

▼

設 計

・表示内容の検討

・板面原稿作成（文字・記号・地図）

・本体の設計（本体および基礎構造）

・設計図書作成

■設置課はシステム管理課に設計内容を
報告

■道路管理者等との協議

▼

施

工

発注・製作 ・表示内容の校正（内容・文字・色彩）

▼

設 置 ・施工監理

▼

管

理

管理登録 ・管理台帳作成、登録 ■設置課はシステム管理課に管理台帳を

提出

▼

維持管理
・本体の定期管理

・情報の管理

・管理状況の記録（管理カルテ作成）

▼

評 価 ・サインシステムの妥当性評価
■下記事項について関連部署間で協議

・サインシステムの妥当性を協議

・サインシステムの改善
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3-2 管理方法

役割分担に基づく管理者ごとの具体的な管理内容は以下のとおりである。

（１）本体管理（設置課）

（２）システム管理（システム管理課）

管理内容 詳細

設
置
段
階

管理台帳提出

・管理台帳の作成、登録、システム管理課へ提出

運
用
段
階

本体の定期管理

（1～2 回／年）

本体および

表示の管理

・目視等により機能性、安全性に異常がないか確認

・必要に応じて清掃、補修等を実施

・大掛かりな補修や再整備が必要な場合は、システム管

理課と協議

周辺環境の
確認

・目視により機能性、安全性に異状がないか確認

・障害物等の除去が必要な場合は、関連部署と協議

管理状況の
記録

・本体定期点検および補修、更新等の履歴を、管理カル

テに記録

情報の管理

・連絡調整会議の内容およびシステム管理課からの情報をもとに、施

設の名称変更、新設等の情報を随時収集する

・必要に応じて板面の更新（シートの部分貼り替えなど）、全面貼り

替えの場合は、システム管理課と協議のうえ実施する

連絡調整会議対応
・関連部署との情報共有

・新規設置等の連絡、調整

ガイドランの改訂

への対応

・サインシステムの見直し等によりガイドラインの改訂があった場合

は、システム管理課からの情報をもとに、本体の全面更新の機会を

捉えて、新規格に適合したものに取り替える

管理内容 詳細

運
用
段
階

サイン管理状況の

把握（通年）

・サイン設置計画の把握（設置課からの通知等による）

・サインの新設、撤去、更新情報等の把握（設置課からの管理台帳の

提出による）

・連絡調整会議の召集と運営

サインシステムの

妥当性評価等

5 年ごと
連絡調整会議の内容、サインシステムの運用状況等を鑑

み、市内の公共サインの配置を点検する

10 年ごと
よりよいシステムへのステップアップを図るため、サイ

ンシステムの妥当性を評価し、改善を検討する

適 宜

利用者等からの重大な指摘、大規模な公共施設の異動

などが発生した場合は、サインシステムの改善を検討す

る

ガイドラインの

改訂

・サインシステム改善の検討により必要が生じた場合は、改善作業の推

進役として中心的な役割を果たす

・新しいサインシステムとしてガイドラインを改訂し、新版として関連

部署に周知・配布し、旧版と区別して管理する
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（３）サイン管理台帳・管理カルテの構成

サイン管理台帳、管理カルテの書式例を示す。

管理台帳は設置課が記入し、システム管理担当課が管理保管する。

管理カルテは設置課が管理保管する。
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